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組合等ニュース
住まいと暮らしと人の快適を守る
 山口県室内装飾事業協同組合
「子ども110番の車」活動を開始
 赤帽山口県軽自動車運送協同組合
おいしい山口県の味をまるごと試食
 山口県菓子工業組合
 福の里企業組合
■会員紹介…企業組合農村レストランひまわり
■全国先進組合事例

■景況動向

■特集

被害者支援講演会のご案内
「犯罪被害者を社会全体で支えていくために」
 山口県被害者支援連絡協議会

組合青年部及び若手後継者等交流会のご案内
忘れていませんか？ 総会後の諸手続きを！

社会経済の長期トレンド逆転と中小企業
 2006年版中小企業白書のポイント
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特　　集

社
会
経
済
の
長
期
ト
レ
ン
ド
逆
転
と
中
小
企
業

２
０
０
６
年
版
中
小
企
業
白
書
の
ポ
イ
ン
ト

〈
中
小
企
業
の
景
気
動
向
〉

　

我
が
国
の
景
気
は
、
２
０
０
２
年
度
以

降
回
復
基
調
に
あ
り
、
中
小
企
業
の
景
況

も
改
善
し
て
い
る
も
の
の
、
大
企
業
に
比

べ
る
と
未
だ
若
干
の
遅
れ
が
見
ら
れ
る
。

特
に
、
業
種
別
に
見
る
と
、
建
設
業
・
小

売
業
等
の
非
製
造
業
が
伸
び
悩
む
な
ど
の

ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
、
依
然
注
視
が
必
要

で
あ
る
。

　

ま
た
、
90
年
代
の
２
回
の
景
気
回
復
局

面
を
脆
弱
な
も
の
に
し
た
、「
３
つ
の
過

剰
（
債
務
・
設
備
・
雇
用
）」
に
つ
い
て
は
、

緩
や
か
な
が
ら
克
服
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

 

（
図
１
）

〈
第
１
部
〉

２
０
０
５
年
度
に
お
け
る

 

中
小
企
業
の
動
向

〈
開
廃
業
の
動
向
〉

　

開
業
率
は
、
上
向
き
（
15
・
１
万
↓

16
・
８
万
）
に
転
じ
る
一
方
、
廃
業
率
も

増
加
（
22
・
３
万
↓
29
・
０
万
）
し
、
そ

の
差
は
拡
大
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
中

小
企
業
数
は
年
間
12
万
社
ず
つ
減
っ
て
お

り
、
現
在
は
約
４
３
０
万
社
で
あ
る
。
近

年
の
廃
業
率
・
廃
業
者
数
上
昇
の
最
も
大

き
な
要
因
は
、
倒
産
な
ど
で
は
な
く
、
個

人
事
業
主
等
が
高
齢
化
し
、
引
退
の
時
期

を
迎
え
る
な
ど
自
主
廃
業
に
よ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。（
図
２
）
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（図１）　規模別・業種別業況判断ＤＩの推移
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（図２）　開業率、廃業率の推移（企業数ベース）

3.5

2.7

3.6
3.1

3.5

4.0

3.2

5.6

4.5

6.1

4.3

5.95.9

3.83.8 4.0

0

1

2

3

4

5

6

7

75～78 78～81 81～86 86～91 91～96 96～99 99～01 01～04

（年）

( ％ ) 開業率 廃業率

資料：総務省「事業所・企業統計調査」

〈
中
小
企
業
の
金
融
動
向
〉

　

小
規
模
企
業
に
な
る
ほ
ど
資
金
調
達
を

借
入
れ
に
依
存
す
る
傾
向
に
あ
る
。ま
た
、

金
融
機
関
と
の
取
引
の
際
に
最
も
重
要
視

す
る
こ
と
と
し
て
、「
安
定
し
た
資
金
供

給
」、「
金
利
」
を
あ
げ
て
い
る
。（
図
３
）

（図３）　金融機関と取引する際に最も重要視すること
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中
小
企
業
の
国
際
展
開
の
現
状
と

課
題

　

中
小
製
造
業
の
ア
ジ
ア
進
出
は
増
加
傾

向
に
あ
る
。
１
９
９
７
年
の
ア
ジ
ア
通
貨

危
機
で
一
時
落
ち
込
ん
だ
が
、
２
０
０
１

年
以
降
は
中
国
向
け
が
特
に
急
増
し
て
い

る
。
経
常
利
益
の
減
少
の
中
で
「
生
き
残

り
」
を
か
け
て
海
外
進
出
を
決
意
し
た
企

業
が
増
加
し
て
い
る
。

　

現
地
で
の
経
営
で
感
じ
る
問
題
点
と
し

て
、「
現
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
人
材
の
確
保
」、

「
技
術
流
出
」、「
売
掛
債
権
の
回
収
困
難
」、

「
部
材
確
保
」、「
模
倣
品
問
題
」
な
ど
が

あ
る
。
今
後
は
中
小
企
業
が
海
外
展
開
を

図
る
に
際
し
て
、
情
報
提
供
・
ア
ド
バ
イ

ス
や
現
地
の
制
度
改
善
な
ど
、
環
境
整
備

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。（
図
４
）

〈
第
２
部
〉

東
ア
ジ
ア
経
済
と
の
関
係
深
化
と

 
中
小
企
業
の
経
営
環
境
変
化

産
業
の
国
際
化
に
よ
る
経
営
環
境

の
変
化
と
地
域
産
業
集
積

　

20
年
前
は
集
積
近
郊
企
業
と
の
取
引
に

お
い
て
集
積
の
メ
リ
ッ
ト
が
発
揮
さ
れ
て

い
た
が
、現
在
で
は
、「
分
業
に
よ
る
少
量
、

多
品
種
、
短
納
期
の
発
注
へ
の
高
い
対
応

力
」
や
「
質
の
高
い
情
報
の
入
手
・
交
換
」

を
企
業
は
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
感
じ
て
お

り
、集
積
自
体
の
機
能
が
変
容
し
て
い
る
。

（
図
５
）

 

集
積
メ
リ
ッ
ト
①　
新
し
い
取
組
の
ア
イ

デ
ア
を
見
つ
け
る
情
報
の
入
手
の
し
や
す
さ

　

集
積
内
で
得
ら
れ
る
情
報
を
活
用
し
て

い
る
企
業
は
収
益
が
好
調
。
集
積
内
で
は

新
市
場
や
技
術
開
発
の
情
報
を
入
手
し
て

（図４）　現地での経営で感じる問題点（地域別）
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困
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（図６）　集積内で入手する情報
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資料：（株）産業立地研究所「産業集積に関する調査」（2005年12月）
（注） 1. 集積内で得られる情報を重要視、もしくは特別重要視している企業につ

いて、集積内で入手する情報の内容について質問している。
 　　2. 複数回答のため合計は100を超える。

市
場
の
方
向
性
に

つ
い
て
の
情
報

技
術
開
発
の
ヒ
ン

ト
と
な
る
情
報

販
売
先
に
つ
い

て

の

情

報

外
注
先（
協
力

企
業
）の
情
報

新
た
な
設
備
・
機
器

購
入
に
関
す
る
情
報

施
策
、支
援
に

関
す
る
情
報

人
材
確
保
等
に

関
す
る
情
報

資
金
手
当
に
関

す

る

情

報

そ

の

他

い
る
中
小
企
業
が
多
い
。（
図
６
）

集
積
メ
リ
ッ
ト
②　
企
業
連
携
の
相
手
先

の
見
つ
け
や
す
さ

　

企
業
連
携
を
行
っ
て
い
る
企
業
は
収
益

が
好
調
。
集
積
を
す
る
と
連
携
の
相
手
先

を
見
つ
け
や
す
い
。（
図
７
）

企業連携の有無と収益状況
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資料：中小企業庁調べ(2006年2月末時点)

資料：（株）産業立地研究所「産業集積に関する調査」（2005年12月）
（注） 1.  経営環境の変化に対応するため、集積地域内にある企業、集積地域外にある企業、もしくは海外にある企業との企業連携を

行ったと回答した企業を企業連携ありの企業とした。  
 　　2. 「収益好調」とは、収益状況についてどのように判断するかとの問に対して、「良い」、「やや良い」と回答した企業を指し、「収益

不調」とは「悪い」、「やや悪い」と回答した企業を指す。

複数都道県にまた
がる連携（98件）

同一都道府県
内での連携
（64件）

構成企業の半数以
上が同一都道府県
内に存在するグル
ープ（80件）

（図７）　
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 「
世
代
交
代
の
２
つ
の
波
」と
中
小

企
業
の
事
業
承
継
・
技
能
承
継

〈
事
業
承
継
と
技
能
承
継
〉

　

経
営
者
の
平
均
年
齢
は
２
０
０
４
年
時

点
で
58
・
５
歳
。
ま
た
、
55
歳
以
上
の
経

営
者
が
引
退
し
た
い
と
考
え
て
い
る
年
齢

の
平
均
は
65
・
１
歳
と
な
っ
て
い
る
。

　

従
業
員
規
模
が
小
さ
い
企
業
ほ
ど
高
齢

層
が
働
い
て
い
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い

る
。
技
能
承
継
の
た
め
に
社
内
で
行
っ
て

い
る
取
り
組
み
は
、①
高
齢
者
の
再
雇
用
、

②
承
継
を
意
識
し
た
人
材
配
置
、
③
Ｉ
Ｔ

化
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
、
の
３
つ
が
中
心
で

あ
る
が
、
製
造
業
の
現
場
で
は
、
教
育
の

た
め
の
時
間
的
余
裕
が
な
く
、
若
手
等
の

後
輩
に
対
し
指
導
す
る
人
材
も
不
足
し
て

い
る
。（
図
８
）

〈
第
３
部
〉

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
社
会
に

 

お
け
る
中
小
企
業

 「
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
社
会
」

に
向
け
た
中
小
企
業
の
役
割

　

今
後
、
今
の
情
勢
が
変
わ
ら
な
い
と
仮

定
す
る
と
、
現
在
20
代
前
半
の
若
者
が
30

代
後
半
と
な
っ
た
と
き
、
フ
リ
ー
タ
ー
が

２
割
、
無
職
が
１
割
。
子
ど
も
を
持
て
る

者
は
49
・
２
％
と
い
う
状
況
と
な
る
。
出

産
１
年
前
に
就
労
し
て
い
た
女
性
の
う

ち
、
出
産
後
も
継
続
就
業
し
て
い
る
女
性

は
３
割
で
、
あ
と
の
７
割
は
出
産
前
後
か

育
児
休
業
後
に
退
職
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

が
多
い
。

〈
安
定
し
た
雇
用
・
収
入
の
確
保
〉

　

一
般
に
、
フ
リ
ー
タ
ー
に
は
マ
イ
ナ
ス

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
実
際
に
正
社
員
と

し
て
採
用
し
た
中
小
企
業
に
聞
く
と
、
新

規
学
卒
者
か
ら
採
用
し
た
正
社
員
と
フ

リ
ー
タ
ー
か
ら
採
用
し
た
正
社
員
の
間
に

は
、ほ
と
ん
ど
差
は
な
い
。「
フ
リ
ー
タ
ー
」

と
い
う
こ
と
で
偏
見
を
持
た
ず
、
や
る
気

と
能
力
を
評
価
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
創
出
、
新
た
な
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
と
中
小
企
業

〈
中
心
市
街
地
の
動
向
〉

　

中
心
市
街
地
の
空
洞
化
は
依
然
進
ん
で

お
り
、
人
口
も
減
少
傾
向
に
あ
る
上
、
人

口
の
減
少
ペ
ー
ス
以
上
に
売
上
額
の
減

少
、郊
外
へ
の
流
出
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
。

　
「
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
」
回
復
の
た
め
に

は
、
商
業
施
設
だ
け
で
な
く
、
公
共
施
設

も
含
め
た
集
客
機
能
（
都
市
機
能
）
の
市

街
地
へ
の
集
約
が
重
要
で
あ
る
。

と
考
え
ら
れ
る
。（
図
９
）

（図８）　団塊世代の技能承継について企業が工夫していること

0
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30

40
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（％）
高齢層の再雇用
による現状技能
の維持

社内における人材
配置への配慮

IT化、マニュアル化
等で、できる限り形
式知化工夫

資料：独立行政法人労働政策研究・研修機構「人口減少社会における人事戦略と職業意識に関する調査」（2004年12月）
（注）１．複数回答のため、合計は100を超える。

何
も
行
っ
て
い
な
い

ベ
テ
ラ
ン
技
能
者
の

再

雇

用

制

度

Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
よ
る
マ
ン

ツ

ー
マ

ン

指

導

社
内
で
技
能
危
機
が
あ

る
分
野
へ
人
員
配
置

技
能
の
デ
ジ
タ
ル
化

マ

ニ
ュ
ア

ル

化

中
核
的
で
な
い

技
能
の
機
械
化

熟
練
技
能
者
に
よ
る

Ｏ

ｆ

ｆ

Ｊ

Ｔ

他

社

か

ら

の

中

途

採

用

技

能

尊

重

風

土

の

醸

成

そ

の

他
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0

20

40
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100

定着率が低い企業
平均的な定着率の企業
定着率が高い企業

（図９）　定着率に差が出る中小企業の取組
（％）

若年者を成長させるための取組風通しの良い職場づくり

労働条件面

実力主義

資料：（株）野村総合研究所「若年労働者活用実態に関するアンケート調査」（2005年11月）
（注）1．「貴社における取組についてあてはまるか」という問に対し、「おおいにはてはまる」「ややあてはまる」と回答した企業の割合。選択肢は他に「どちらとも言えな

い」「あまりあてはまらない」「全くあてはまらない」。
　　2．ここでいう「若年者の定着率」とは、正社員として採用した16～34歳の者の5年後の定着率を指す。
　　3．ここでいう「定着率が低い企業」「平均的な定着率の企業」「定着率が高い企業」とは、若年者の定着率がそれぞれ50％未満、50～70％未満、70％以上である企

業を指す。

経
営
戦
略
と
リ
ン
ク

し
た
求
め
る
人
材
像

が
明
示
さ
れ
て
い
る

経
営
者
や
役
員

と
意
見
交
換
が

行
い
や
す
い

若
者
が
相
談
し
や
す

い
雰
囲
気
を
意
識
し

て
作
っ
て
い
る

若
年
者
一
人
一
人
に

目
標
を
設
定
し
、管

理

し

て

い

る

上
司
の
評
価
項
目
に

部
下
の
教
育
能
力
が

含
ま
れ
て
い
る

自
己
啓
発
・
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
の
た
め
の

援
助
を
行
っ
て
い
る

優
秀
で
あ
れ
ば
若
く

て
も
重
要
な
ポ
ス
ト

を
担
わ
せ
て
い
る

成
果
・
貢
献
に

応
じ
て
報
酬
で

報
い
て
い
る

同
業
他
社
と
比
べ
て

高
い
賃
金
を
出
す
よ

う
努
力
し
て
い
る

休
暇
取
得
が
し
や

す
く
な
っ
て
い
る

労
働
時
間
が
フ
レ

キ
シ
ブ
ル
で
あ
る

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
明

確
に
示
し
て
い
る

（図10）　仕事と育児の両立を支援する取組が、企業業績に与えるプラス面
51.3

22.3 21.2 19.0
12.8

9.7 9.0

0.3

8.3

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

資料：富士通総研「中小企業の両立支援に関する企業調査」（2005年12月）

（％）

優
秀
な
人
材
が
や

め
な
い
で
す
む

優
秀
な
人
材
を

採
用
で
き
る

そ

の

他

特

に

な

い

従
業
員
一
般
の
労
働

意
欲
が
向
上
す
る

育
児
経
験
や
生
活

者
の
視
点
が
ビ
ジ

ネ
ス
に
役
立
つ

従
業
員
が
仕
事
と

育
児
の
両
立
に

取
組
む
中
で
時
間
の

管
理
が
う
ま
く
い
く

一
時
的
に
休
み
を
取
る
従

業
員
が
増
え
る
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
の
仕
事
の
進
め

方
を
見
直
す
契
機
と
な
る

支
援
を
受
け
た
従
業
員
の

会
社
へ
の
忠
誠
心
が
高
ま

り
、子
育
て
復
帰
後
、貢
献

が

期

待

で

き

る

〈
仕
事
と
育
児
の
両
立
〉

　

女
性
正
社
員
の
１
人
当
た
り
子
ど
も
数

を
見
る
と
、中
小
企
業
に
な
る
ほ
ど
多
い
。

こ
の
理
由
は
、
従
業
員
規
模
が
小
さ
い
企

業
ほ
ど
、
女
性
正
社
員
の
中
で
乳
幼
児
期

を
過
ぎ
た
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
世
代

（
40
歳
代
以
上
）
の
比
率
が
高
い
た
め
で

あ
る
。
中
小
企
業
ほ
ど
仕
事
と
育
児
の
両

立
支
援
に
関
し
て
制
度
は
整
っ
て
い
な
い

が
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
企
業
の
割
合
が

高
く
な
っ
て
い
る
。（
図
10
）
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地
産
地
消
に
こ
だ
わ
っ
た

 

メ
ニ
ュ
ー
を
展
開

　

メ
ニ
ュ
ー
は
、Ｊ
Ａ
山
口
中
央
産（
主

に
名
田
島
産
）
の
大
豆
（
サ
チ
ユ
タ
カ
）

を
１
０
０
％
使
用
し
た
な
た
じ
ま
豆
腐

を
使
っ
た
豆
腐
御
膳
を
シ
ン
ボ
ル
に
据

え
、
地
産
地
消
を
大
前
提
に
、
名
田
島

で
取
れ
た
旬
の
野
菜
等
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
用
し
た
家
庭
的
な
も
の
を
提
供
し
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
が
評
価
さ
れ
、
12

月
に
山
口
県
が
推
進
す
る
地
産
地
消
の

飲
食
店
に
対
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る「
や

ま
ぐ
ち
食
彩
店
」
に
指
定
さ
れ
た
。

新
た
な
取
り
組
み
で
顧
客
獲
得
へ

　

ま
た
、
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
、

特　　集金　　融

企
業
組
合
制
度
を

 

活
用
し
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
店

　

当
組
合
は
、
平
成
17
年
８
月
に
山
口

市
名
田
島
の
農
家
の
主
婦
７
名
の
メ
ン

バ
ー
が
、
10
年
越
し
の
夢
で
あ
っ
た
レ

ス
ト
ラ
ン
経
営
を
行
う
た
め
、
企
業
組

合
制
度
を
活
用
し
て
設
立
し
、
平
成
17

年
８
月
18
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

近
年
の
自
然
・
健
康
志
向
の
高
ま
り

か
ら
「
食
へ
の
こ
だ
わ
り
」
が
論
議
さ

れ
る
中
、
マ
ス
コ
ミ
等
か
ら
も
非
常
に

注
目
さ
れ
て
い
る
。

先
月
よ
り
毎
月
12
日
の
「
豆
腐
の
日
」

に
ち
な
ん
で
、「
豆
腐
バ
イ
キ
ン
グ
」

を
始
め
た
。
こ
の
企
画
が
た
い
へ
ん
好

評
で
、
ヘ
ル
シ
ー
な
豆
腐
を
使
っ
た
12

品
程
度
（
豆
腐
ハ
ン
バ
ー
グ
、
揚
げ
出

し
豆
腐
、杏
仁
豆
腐
、豆
腐
チ
ー
ズ
ケ
ー

キ
な
ど
）
の
様
々
な
料
理
が
あ
り
、
来

店
客
が
迷
う
ほ
ど
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
企
画
に
よ
り
、
新
た
な
「
ひ
ま
わ

り
」
フ
ァ
ン
の
獲
得
に
向
け
て
努
力
を

続
け
て
い
る
。

　

中
で
も
、『
と
う
ふ
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
』

は
、
平
成
13
年
度
山
口
県
ふ
る
さ
と
特

産
加
工
開
発
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、

最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
る
。

初
の
企
業
組
合
の
レ
ス
ト
ラ
ン

と
し
て
活
躍
に
期
待

　

中
央
会
と
し
て
、
創
業
支
援
の
一
環

と
し
て
、
企
業
組
合
の
設
立
を
積
極
的

に
Ｐ
Ｒ
し
て
き
て
い
る
が
、
企
業
組
合

で
の
レ
ス
ト
ラ
ン
事
業
を
行
う
ケ
ー
ス

は
、
県
内
で
初
め
て
で
あ
り
、
今
後
の

活
躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

　

取
材
時
も
、
多
く
の
お
客
で
テ
ー
ブ

ル
は
満
席
。
改
め
て
健
康
志
向
か
ら
の

食
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
痛
感
し
た
。

決
し
て
、
今
風
で
も
な
く
、
派
手
さ
は

な
い
も
の
の
、本
当
に
暖
か
み
の
あ
る
、

地
産
地
消
で
家
庭
的
な
料
理
を
提
供
‼

組
合
概
要

組
合
名　

 

企
業
組
合
農
村

 

レ
ス
ト
ラ
ン
ひ
ま
わ
り

理
事
長　
山　

下　

冨　

子

住　
所　
山
口
市
名
田
島

 

３
４
３
番
地
２

　

☎　
　
０
８
３

－

９
７
２

－

３
３
２
１

出
資
金　
２
１
０
万
円

組
合
員
数　

７
名

ゆ
っ
く
り
と
時
間
が
過
ぎ
て
い
く
素
敵

な
レ
ス
ト
ラ
ン
。
是
非
、
一
度
足
を
運

ば
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

・
定
休
日　

毎
週
日
曜
日

　

・
営
業
時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

企業組合農村レストランひまわり

ひまわりのみなさん

会員紹介

やまぐち食彩店

豆腐バイキング
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協同組合松江天神町商店街
http://www.h6.dion.ne.jp/̃tenjin

　

高
齢
化
を
マ
イ
ナ
ス
に
捉
え
ず
、

発
想
転
換
し
、「
お
年
寄
り
に
優
し

い
街
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
官
民

一
体
の
組
織
に
よ
り
企
画
立
案
、
ソ

フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
か
ら
の
商
店
街

活
性
化
に
取
り
組
む
。

背
景
と
目
的

　

松
江
市
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
「
お

年
寄
り
に
優
し
い
街
づ
く
り
」
構
想

に
賛
同
し
、
す
ぐ
に
若
手
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
よ
る
「
街
づ
く
り
委
員
会
」

を
発
足
さ
せ
た
。
同
時
に
行
政
の
支

援
参
加
に
よ
る「
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
」
を
立
ち
上
げ
、
毎
週
１
回
の
定

期
的
会
合
に
よ
り
、
企
画
立
案
、
問

題
点
の
解
消
に
取
り
組
ん
だ
。

事
業
・
活
動
の
内
容

　
「
お
年
寄
り
に
優
し
い
街
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
ソ
フ
ト
面
か
ら

着
手
し
、
そ

の
後
ハ
ー
ド

面
を
展
開
し

て
い
っ
た
。

ソ
フ
ト
面
で

は
、
①
「
交

流
の
場
の
整

備
」と
し
て
、

空
き
店
舗
を

行
政
か
ら
の

補
助
で
改
装
し
、「
ま
め
な
館
」
等

の
設
置
、
②
信
仰
の
対
象
と
い
う
こ

と
で
、
天
満
宮
に
「
ボ
ケ
封
じ
」
の

神
様
「
お
か
げ
天
神
」
を
建
立
、
③

高
齢
者
が
楽
し
く
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で

き
る
よ
う
歩
行
者
天
国
に
し
て
の「
天

神
市
」
の
開
催
。
ハ
ー
ド
面
で
は
、

①
電
線
軒
下
化
ア
ー
ケ
ー
ド
の
改

築
、
②
高
齢
者
住
宅
を
含
め
た
複
合

ビ
ル
の
建
設
、③
授
産
施
設
の
出
店
・

連
携
等
、
多
方
面
へ
の
事
業
展
開
が

続
い
て
い
る
。

成
果

　

当
初
は
、
ソ
フ
ト
面
に
つ
い
て
で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
実
施
し
、
そ
の
後

ハ
ー
ド
面
へ
と
相
乗
効
果
を
図
っ
て

き
た
。
行
政
、
中
央
会
等
の
商
工
団

体
、
福
祉
機
関
等
と
の
連
携
も
良
好

で
あ
り
、
有
利
な
施
策
を
活
用
し
な

が
ら
展
開
し
て
い
る
。

官
民
一
体
と
な
っ
て

 「
お
年
寄
り
に
優
し
い
街
づ
く
り
」を
展
開

組
合
概
要

組
合
名　

 

協
同
組
合
松
江
天
神
町

商
店
街

設　
立　
昭
和
62
年
９
月

住　
所　
松
江
市
天
神
町
58

　

☎　
　
０
８
５
２

－

２
４

－

４
０
３
１

出
資
金　
２
、２
８
１
千
円

組
合
員
数　

31
名

ペットサポートジャパン企業組合
http://pet-kimochi.com/

　

現
代
社
会
で
は
家
族
の
一
員
と
認

め
ら
れ
、
飼
い
主
の
ニ
ー
ズ
と
し
て

ペ
ッ
ト
シ
ッ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
業
の
需

要
が
増
加
し
て
い
る
中
、
全
国
展
開

を
見
据
え
Ｆ
Ｃ
事
業
を
開
始
し
業
績

も
向
上
し
て
い
る
。

背
景
と
目
的

　

３
年
前
か
ら
個
人
事
業
と
し
て

ペ
ッ
ト
シ
ッ
タ
ー
を
行
っ
て
い
た

が
、県
北
や
遠
く
の
お
客
様
か
ら
サ
ー

ビ
ス
を
希
望
さ
れ
た
り
、「
ペ
ッ
ト

シ
ッ
タ
ー
に
な
り
た
い
、働
き
た
い
」

と
い
う
人
も
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
ペ
ッ
ト
シ
ッ
タ
ー
サ
ー
ビ

ス
事
業
の
展
開
を
行
う
こ
と
が
飼
い

主
と
ペ
ッ
ト
シ
ッ
タ
ー
希
望
者
の
利

益
に
な
る
と
考
え
、
各
地
へ
の
Ｆ
Ｃ

展
開
を
目
指
し
同
じ
思
い
の
仲
間
と

と
も
に
企
業
組
合
を
設
立
し
た
。

事
業
・
活
動
の
内
容

　

組
合
事
業
と
し
て
大
き
く
２
つ
の

事
業
が
あ
る
。
一つ
は
飼
い
主
の
要
望

に
沿
い
、飼
い
主
の
自
宅
に
伺
っ
て
ペ
ッ

ト
の
食
事
、散
歩
、遊
び
相
手
な
ど
ペ
ッ

ト
の
お
世
話
を
す
る
「
ペ
ッ
ト
シ
ッ

タ
ー
」の
サ
ー
ビ
ス
。も
う
一つ
は「
ペ
ッ

ト
シ
ッ
タ
ー
事
業
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ

展
開
」
で
ペ
ッ
ト
シ
ッ
タ
ー
を
始
め
た

い
人
た
ち
に
そ
の
開
業
と
営
業
ノ
ウ
ハ

ウ
を
提
供
す
る
事
業
で
あ
る
。

成
果

　

ペ
ッ
ト
シ
ッ
タ
ー
事
業
は
需
要
が

あ
り
、
当
初
の
年
度
目
標
の
４
倍
に

達
し
て
い
る
。
こ
れ
は
Ｈ
Ｐ
に
よ
る

Ｐ
Ｒ
や
説
明
会
活
動
、
組
合
結
成
後

の
各
種
Ｐ
Ｒ
活
動
、
地
方
テ
レ
ビ
局

の
組
合
紹
介
等
、
企
業
組
合
と
し
て

法
人
化
し
た
こ
と
で
マ
ス
コ
ミ
の
注

目
が
得
ら
れ
た
こ
と
な
ど
が
大
き
な

成
功
要
因
で

あ
る
。ま
た
、

個
人
で
は
で

き
な
か
っ
た

Ｆ
Ｃ
展
開
活

動
が
で
き
る

こ
と
に
な
っ

た
こ
と
も
大

き
い
。

「
ペ
ッ
ト
の
き
も
ち
」

 

を
考
え
た
サ
ポ
ー
ト
を

組
合
概
要

組
合
名　

 

ペ
ッ
ト
サ
ポ
ー
ト
ジ
ャ

パ
ン
企
業
組
合

設　
立　
平
成
17
年
４
月

住　
所　
岡
山
市
西
古
松
２
丁
目
26

－

22

 

Ｂ
Ｉ
Ｏ
オ
フ
ィ
ス
１
０
５

　

☎　
　
０
８
６

－

２
４
５

－

７
０
０
９

出
資
金　
８
０
０
千
円

組
合
員
数　

４
名

全国先進組合事例
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組合等ニュース

住
ま
い
と
暮
ら
し
と

 
人
の
快
適
を
守
る

 
山
口
県
室
内
装
飾
事
業
協
同
組
合

え
え
も
ん
ぶ
ち
あ
る
っ
ち
ゃ

山
口
の
特
産
品

 

山
口
県
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

「
子
ど
も
１
１
０
番
の
車
」

 

活
動
を
開
始

 

赤
帽
山
口
県
軽
自
動
車
運
送
協
同
組
合

　

山
口
県
室
内
装
飾
事
業
協
同
組
合
（
藤

井
芳
人
理
事
長
、
組
合
員
52
名
）
は
、
平

成
10
年
度
か
ら
毎
年
10
〜
12
月
に
か
け
て

イ
ン
テ
リ
ア
リ
フ
ォ
ー
ム
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
た
び
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
イ
ン
テ
リ
ア
・TO

RI
・KAERU

」

を
作
り
、
各
組
合
員
に
活
用
し
て
頂
き
、

広
く
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
く
。

　

昨
年
度
は
組
合
活
動
の
一
環
と
し
て
、

消
臭
商
品
（
タ
バ
コ
や
そ
の
他
生
活
悪
臭

が
消
え
る
商
品
）
の
販
売
促
進
チ
ラ
シ
を

県
内
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
、
学
校
等
に
配

布
し
、
取
り
替
え
（TO

RI

・KAERU

）

を
勧
め
た
。

　

赤
帽
山
口
県
軽
自
動
車
運
送
協
同
組
合

（
松
尾
昭
夫
理
事
長
、
組
合
員
２
０
１
名
）

は
、
い
た
い
け
な
幼
子
を
ね
ら
う
痛
ま
し

い
犯
罪
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
ろ
う
と
立

ち
上
が
り
、
社
会
貢
献
事
業
の
一
環
と
し

て
山
口
県
警
察
本
部
と
の
協
力
体
制
で

「
赤
帽
車
両
に
よ
る
公
益
事
業
『
子
ど
も

１
１
０
番
の
車
』
事
業
活
動
」
の
取
り
組

み
を
始
め
、
そ
の
「
出
発
式
」
を
４
月
１

日
、
山
口
市
江
崎
の
組
合
本
部
に
お
い
て

行
っ
た
。

　

出
発
式
で
は
地
元
の
興
進
小
学
校
新
一

年
生
児
童
に
防
犯
ブ
ザ
ー
と
赤
帽
車
の

チ
ョ
ロ
Ｑ
各
40
個
の
贈
呈
も
行
わ
れ
た
。

　

去
る
６
月
７
日
、
長
門
市
「
ル
ネ
ッ
サ

な
が
と
」
に
お
い
て
、「
安
心
・
安
全 

山

口
食
彩
文
化
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
44
回
全

飲
連
全
国
山
口
県
大
会
及
び
県
の
特
産
品

を
紹
介
す
る
〝
飲
食
活
性
化
フ
ェ
ア
〞
が

開
催
さ
れ
、約
２
０
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　

飲
食
活
性
化
フ
ェ
ア
で
は
、
下
関
の
ふ

く
鍋
や
仙
崎
の
蒲
鉾
な
ど
の
地
元
名
産
物

が
無
料
で
配
ら
れ
、
全
国
か
ら
訪
れ
た
参

加
者
は
山
口
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
。

　

去
る
６
月
12
日
、
長
門
市
「
ル
ネ
ッ
サ

な
が
と
」
に
お
い
て
、
平
成
18
年
度
山
口

県
美
容
技
術
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ

た
。

　

本
大
会
は
10
月
に
岩
手
県
で
開
催
さ
れ

る
全
国
美
容
技
術
選
手
権
大
会
の
予
選
も

兼
ね
、カ
ッ
ト
＆
ブ
ロ
ー
、コ
ン
シ
ュ
マ
ー

フ
ァ
シ
ョ
ン
、
花
嫁
着
付
け
、
中
振
袖
・

留
袖
着
付
け
、
洋
装
ブ
ラ
イ
ダ
ル
、
ロ
ッ

ド
巻
き
の
各
競
技
で
県
内
の
美
容
師
、
養

成
施
設
の
学
生
が
日
頃
磨
い
た
技
術
を

競
っ
た
。

県
内
美
容
師
の
技
術
を

 

内
外
に
ア
ピ
ー
ル

 

山
口
県
美
容
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
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お
い
し
い
山
口
県
の

味
を
ま
る
ご
と
試
食

 

山
口
県
菓
子
工
業
組
合

 

福
の
里
企
業
組
合

　

去
る
６
月
14
〜
18
日
、
宇
部
市
「
フ
ジ

グ
ラ
ン
宇
部
」
に
お
い
て
、〝
や
ま
ぐ
ち

地
産
・
地
消
フ
ェ
ア
〞
及
び
〝
ま
る
ご
と
！

や
ま
ぐ
ち
食
の
祭
典
〞
が
開
催
さ
れ
、
山

口
県
菓
子
工
業
組
合
と
福
の
里
企
業
組
合

な
ど
が
出
展
し
た
。

　

県
内
で
生
産
さ
れ
た
物
産
や
農
水
産
物

の
て
ん
こ
盛
り
に
加
え
、
地
産
・
地
消
料

理
教
室
や
足
湯
（
湯
田
温
泉
、俵
山
温
泉
）

サ
ー
ビ
ス
、
も
ち
つ
き
な
ど
の
面
白
い
イ

ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
５
日
間
で

あ
っ
た
。 

（
表
紙
写
真
）

大
型
ス
ク
リ
ー
ン
で

サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
応
援

 

宇
部
中
央
銀
天
街
協
同
組
合

　

去
る
６
月
12
、18
、23
日
、宇
部
市
「
銀

天
プ
ラ
ザ
」
に
お
い
て
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
を
応
援
す
る
試
合

観
戦
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
大
型
ス
ク
リ
ー

ン
に
よ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
が

行
わ
れ
た
。

　

ま
ち
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
が
商
店
街
の
活

気
を
取
り
戻
そ
う
と
企
画
し
、
約
７
０
０

名
が
集
ま
り
、
熱
戦
の
模
様
を
大
型
ス
ク

リ
ー
ン
で
観
戦
し
た
。
観
戦
者
は
一
体
と

な
っ
て
応
援
し
、
商
店
街
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
を
見
せ
た
。

中
小
企
業
の
経
営
革
新
に
向
け
た

戦
略
的
Ｉ
Ｔ
活
用
を
考
え
る

 

ち
ゅ
う
ご
く
Ｉ
Ｔ
応
援
隊

　

去
る
６
月
22
日
、
山
口
市
「
ニ
ュ
ー
メ

デ
ィ
ア
プ
ラ
ザ
」
に
お
い
て
、「
一
日
Ｉ

Ｔ
経
営
応
援
隊
ｉ
ｎ
ち
ゅ
う
ご
く
」
が
開

催
さ
れ
た
。

　

は
じ
め
に
、「
Ｉ
Ｔ
で
革
新
す
る
企
業

経
営
〜
メ
リ
ー
流
家
族
的
経
営
の
極
意

〜
」
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｔ
経
営
応
援
隊
の
原

会
長
（
株
式
会
社
メ
リ
ー
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

カ
ム
パ
ニ
ー
代
表
取
締
役
社
長
）
よ
り
基

調
講
演
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
中
堅
企

業
の
課
題
、県
内
先
進
事
例
紹
介
の
ほ
か
、

「
経
営
と
Ｉ
Ｔ
の
か
け
橋
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
」に
つ
い
て
、Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
や
ま
ぐ
ち
協
同
組
合
の
石
田
理
事
長
よ

り
講
演
が
あ
っ
た
。

県
内
理
容
業
の

振
興
の
た
め
に

 

山
口
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

　

去
る
６
月
19
日
、
山
口
市
「
山
口
県
総

合
保
健
会
館
」
に
お
い
て
、
平
成
18
年
度

山
口
県
理
容
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ッ
ト
＆
ス
タ
イ
ル
、
レ

デ
ィ
ー
ス
カ
ッ
ト
ヘ
ア
、
ブ
ロ
ー
ス
、
ワ

イ
ン
デ
ィ
ン
グ
等
の
各
競
技
に
県
内
の
理

容
師
、
養
成
施
設
の
学
生
ら
68
名
が
出
場

し
た
。

　

一
部
の
競
技
で
は
、
９
月
に
札
幌
市
で

開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
の
予
選
も
兼
ね
、

各
選
手
は
制
限
時
間
内
で
、
日
頃
磨
い
た

技
術
と
セ
ン
ス
を
発
揮
し
よ
う
と
は
さ
み

を
振
る
っ
た
。
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景況動向

食
料
品

○
Ｇ
Ｗ
が
好
天
で
、
休
み
が
長
か
っ
た
こ

と
が
重
な
り
人
出
が
多
く
、
売
上
増
に

つ
な
が
っ
た
。 

（
菓
子
製
造
業
）

○
Ｇ
Ｗ
が
好
調
で
、
前
年
比
10
％
超
と
売

上
げ
が
伸
び
た
。
そ
の
後
も
天
候
不
順

が
続
い
た
が
客
足
は
多
め
で
推
移
し
た
。

 

（
食
料
品
製
造
業
）

繊
維
・
同
製
品

○
組
合
員
全
社
的
に
受
注
量
が
少
な
い
。

 
（
繊
維
・
同
製
品
製
造
業
）

木
材
・
木
製
品

○
前
月
に
引
き
続
き
木
材
が
動
か
な
い
。

在
来
工
法
を
基
本
と
す
る
工
務
店
を
主

に
取
引
先
と
す
る
組
合
員
は
、
や
や
受

注
減
が
見
受
け
ら
れ
る
。

 

（
製
材
業
・
木
製
品
製
造
業
）

窯
業
・
土
石
製
品

○
中
国
製
墓
石
が
必
要
以
上
に
輸
入
さ
れ
、

組
合
員
そ
の
他
異
業
種
の
取
扱
店
も
安

売
り
等
し
て
も
売
れ
な
い
。

 

（
石
工
品
製
造
業
）

一
般
機
器

○
売
上
げ
は
好
調
に
推
移
し
て
い
る
。
当

面
こ
の
状
態
は
続
く
と
思
わ
れ
る
。
大

手
の
取
引
先
か
ら
は
品
質
・
環
境
管
理

や
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
関
す
る
要

求
が
強
ま
り
、
管
理
能
力
を
向
上
さ
せ

て
い
か
な
い
と
つ
い
て
い
け
な
い
面
が

出
て
き
て
い
る
。
今
月
初
め
よ
り
大
手

企
業
の
設
備
の
定
期
修
理
工
事
も
本
格

化
し
、
繁
忙
で
あ
る
。

 

（
一
般
産
業
用
機
械
・
装
置
製
造
業
）

○
５
月
度
売
上
は
、
前
年
対
比
で
減
少
と

見
て
い
る
。
在
庫
は
前
月
よ
り
増
加
し

た
が
、
Ｇ
Ｗ
明
け
か
ら
減
少
に
転
じ
て

い
る
。（
特
殊
産
業
用
機
械
器
具
製
造
業
）

輸
送
機
器

○
景
況
は
好
転
の
兆
し
が
見
ら
れ
て
き
た

が
、
浸
透
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
梅
雨
明
け
ま
で
現
状
維
持
の
見
通

し
、
以
後
の
立
直
り
好
転
に
期
待
し
た

月次景況調査結果
平成18年５月期

全国
山口

－80

－70

－60

－50

－40

－30

－20

－10

0

㈪H17.6 7 8 9 10 11 12 H18.1 2 3 4 5

（DI）

－16.7

－24.1

■業界の景況－業種別－■ ■業界の景況の推移－全国平均との比較－■
業　　　種 景況（DI値）

製

造

業

食 料 品 1

繊 維・ 同 製 品 2

木 材・ 木 製 品 1

印 　 刷 1

窯 業・ 土 石 製 品 1

鉄 鋼 ・ 金 属 3

一 般 機 器 5

輸 送 機 器 3

そ の 他 の 製 造 業 1

非
製
造
業

卸 売 業 3

小 売 業 2

商 店 街 1

サ ー ビ ス 業 3

建 設 業 2

運 輸 業 2

※DI値（前年同月比）＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）/調査対象組合］╳100
（上表、グラフについては、情報連絡員60名の他に、中央会が聞き取り等で集めた20組合のデータが加算されています。）

30以上5　　10以上30未満4　－10以上10未満3
－30以上－10未満2　　－30未満1

　

情
報
連
絡
員
と
は
、
山
口
県
内

の
組
合
の
中
か
ら
地
区
、
業
種
を

代
表
す
る
組
合
の
役
職
員
60
名
を

情
報
連
絡
員
に
委
嘱
す
る
制
度
で
す
。

情
報
連
絡
員
か
ら
毎
月
、
業
界
の

景
気
動
向
に
関
す
る
情
報
を
収
集
、

分
析
し
て
、
行
政
面
に
反
映
さ
せ

る
と
と
も
に
、
各
関
係
機
関
に
情

報
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
央
会（http://w

w
w
. 

axis.or.jp/chuokai/

）
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
し
て
お
り
ま
す

の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
情
報
連
絡
員
報
告
】
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い
。 

（
鉄
道
車
輌
・
同
部
品
製
造
業
）

そ
の
他
の
製
造
業

○
全
体
的
に
官
公
庁
の
工
事
の
減
少
の
上

に
、
５
月
は
雨
天
が
続
き
、
仕
事
量
が

減
少
し
、
収
益
状
況
も
悪
化
し
て
い

る
。 

（
畳
製
造
業
）

卸
売
業

○
全
般
的
に
仕
事
量
（
売
上
げ
）
は
増
加

傾
向
に
あ
る
が
、
収
益
面
は
厳
し
い
も

の
が
あ
る
。 

（
周
南
市
）

○
燃
料
費
の
高
騰
に
よ
り
、
配
送
コ
ス
ト

が
各
業
種
と
も
上
昇
し
て
お
り
、
対
応

に
苦
慮
し
て
い
る
。 

（
下
関
市
）

小
売
業

○
Ｇ
Ｗ
は
天
候
が
良
す
ぎ
て
集
客
が
弱

か
っ
た
。 

（
下
関
市
）

○
脱
退
組
合
員
に
よ
る
３
店
舗
の
店
仕
舞

セ
ー
ル
実
施
に
よ
り
、
売
上
げ
は
前
年

度
よ
り
僅
か
に
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
４

月
も
最
終
的
に
、今
月
同
様
僅
か
に
ア
ッ

プ
に
転
じ
た
。 

（
長
門
市
）

商
店
街

○
観
光
ミ
ッ
ク
ス
型
商
店
街
へ
変
貌
す
る

た
め
の
事
業
の
具
体
化
を
進
行
中
。

 

（
萩
市
）

○
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
戦
略
的
に
切
り

替
わ
っ
た
た
め
、
計
画
実
施
の
ズ
レ
が

で
き
た
。 

（
山
口
市
）

サ
ー
ビ
ス
業

○
個
人
消
費
は
伸
び
ず
、
収
益
状
況
は
良

く
な
い
。 

（
理
容
・
美
容
業
）

○
受
注
が
事
業
所
に
よ
り
隔
た
り
が
あ
る

よ
う
に
感
じ
る
。 

（
屋
外
広
告
業
）

○
連
休
が
良
い
日
の
並
び
で
、
観
光
客
も

多
か
っ
た
。 

（
旅
館
業
）

建
設
業

○
山
陽
側
は
、工
場
関
係
の
受
注
は
活
発
。

請
負
価
格
で
採
算
合
わ
ず
。 （
岩
国
市
）

○
フ
ラ
ワ
ー
ラ
ン
ド
事
業
終
了
。
そ
の
後

の
新
規
事
業
が
乏
し
い
。
稼
働
状
況
は

災
害
復
旧
工
事
の
た
め
、
低
調
の
中
に

安
定
。 

（
柳
井
市
）

運
輸
業

○
５
月
下
旬
よ
り
鋼
材
、
鉄
鋼
素
材
の
流

動
が
鈍
化
。
前
月
ま
で
の
輸
送
量
に
比

べ
約
０
・
６
％
弱
の
減
。
伸
び
止
ま
り

傾
向
が
目
立
つ
。 
（
下
松
市
）

○
依
然
と
し
て
原
油
価
格
が
高
騰
し
て
い

る
。
荷
主
に
対
し
て
の
値
上
げ
申
請
は

認
め
ら
れ
ず
、
各
組
合
員
に
お
い
て
は

資
金
的
に
非
常
に
苦
し
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。 

（
防
府
市
）

○
大
型
連
休
で
流
通
関
係
は
全
く
だ
め
で
、

売
上
減
は
必
至
。
収
益
状
況
も
更
に
悪

化
が
見
込
ま
れ
る
。
燃
油
の
値
上
げ
、

運
賃
へ
の
転
嫁
が
重
要
に
な
っ
た
。

 

（
下
関
市
）

業
界
の
現
状
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

市
町
村
広
域
合
併
を
し
た
も
の
の
少

子
高
齢
化
、
人
口
減
に
歯
止
め
は
か
か

ら
ず
、
企
業
不
足
等
も
あ
り
、
商
店
街

に
と
っ
て
も
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

市
や
会
議
所
、
地
元
団
体
の
協
力
を

受
け
、
商
店
街
の
生
き
残
り
を
か
け
て

観
光
ミ
ッ
ク
ス
型
商
店
街
（
①
空
き
店

舗
対
策
、
②
駐
車
場
関
係
、
③
逸
品
商

品
、
イ
ベ
ン
ト
、
街
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
取
り
組
み
）へ
移
行
進
行
中
で
す
。

最
近
、熱
中
し
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

興
味
が
あ
る
の
は
、
世
界
遺
産
や
地

球
上
の
最
高
の
芸
術
作
品
で
あ
る
人
間

の
ル
ー
ツ
な
ど
で
す
ね
。

組
合
で
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
は
何
で

す
か
？

　

行
政
等
と
よ
り
深
い
協
力
姿
勢
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
観
光

ミ
ッ
ク
ス
型
商
店
街
づ
く
り
を
進
め
、

お
客
様
へ
の
〝
お
い
で
ま
せ
〞
誠
心
の

向
上
や
高
齢
者
へ
の
接
客
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
個
々
の
店
の
事
業
店
舗

研
修
、婦
人
部
活
動
の
促
進
な
ど
を
図
っ

て
い
ま
す
。

組
合
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
た
い
こ
と
が
あ
れ

ば
ど
う
ぞ
！

　

現
在
、
観
光
ミ
ッ
ク
ス
型
商
店
街
へ

と
移
行
し
つ
つ
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

地
元
の
人
に
よ
り
愛
さ
れ
役
立
て
て
頂

け
る
商
店
街
と
し
て
、日
進
月
歩
、日
々

進
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
使

命
も
あ
り
ま
す
。
よ
り
情
報
を
集
め
、

萩
な
ら
で
は
の
商
店
街
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

大田連絡員
（萩市田町商店街振興組合連合会　副理事長）

情
報
連
絡
員
の

業
界
の

声！



12山口県の中小企業

産 業
賃　　　金 労 働 時 間 数 及 び 雇 用 労 働 異 動

現金給与
総　　額

所 定 内
給　　与 出勤日数 総実労働

時　　間
所 定 内
労働時間

所 定 外
労働時間

月末常用
労働者数

パートタイム
労働者比率 入職率 離職率

円 円 日 時間 時間 時間 人 ％ ％ ％

調 査 産 業 計 267,831 240,205 20.6 157.6 146.7 10.9 441,625 24.5 6.23 4.78

建 設 業 309,742 293,379 22.3 178.2 168.5 9.7 37,018 8.9 6.57 5.21

製 造 業 294,681 252,270 20.8 170.8 153.5 17.3 96,697 11.3 3.25 2.29

電気・ガス・熱供給・水道業 389,616 347,304 18.7 152.3 140.4 11.9 2,968 2.8 3.91 3.09

情 報 通 信 業 531,048 460,232 20.4 184.9 152.8 32.1 4,497 4.0 3.87 2.02

運 輸 業 284,545 235,667 21.5 187.4 158.8 28.6 31,052 3.8 1.54 1.54

卸 売 ・ 小 売 業 192,859 178,521 20.3 133.1 129.0 4.1 83,989 53.3 2.62 4.71

金 融 ・ 保 険 業 332,351 311,774 19.4 157.6 147.7 9.9 10,673 4.6 10.22 6.65

事業所規模５人以上

 毎月勤労統計地方調査結果   平成18年４月－山口県統計分析課

〔若者に自社の魅力をアピールして人材を確保したい〕

施策シリーズ②

若者と中小企業とのネットワーク構築事業
　各地域のコーディネート機関が中心となって、中小企業の若手人材確保を支援するプロジェクトを総合
的に支援します。ジョブカフェや民間等のノウハウを活用しながら、地域中小企業の方々が若者に自社の
魅力を発信する力を高めます。

対象となる方
　自社の魅力を若者に向けて発信し、人材確保に結びつけようとする中小企業の方。

支 援 内 容

　各地の経済団体等（コーディネート機関）が中心となってプロジェクトを実施し、中小企業が若者に向けて
魅力を発信する力を高めます。中小企業と若者の相互理解を促進し、地域の中小企業と若者との就職ネットワー
クを構築します。

　各モデル地域の委託プロジェクトでは、地域の中小企業の特性やニーズを踏まえながら、地域の中小企業と
　地域の若者を橋渡しするさまざまなサービスを提供します。その際、若者が集まるジョブカフェや学校等と
連携して事業を実施します。

ご利用法
　プロジェクトを公募し、審査を経て採択致します。事業採択されたコーディネート機関でプロジェクトの運
営・管理等を行いますので、詳細についてはコーディネート機関へお問い合わせ下さい。
注）　 採択プロジェクトおよびコーディネート機関につきましては、採択後、中小企業庁のホームページに

掲載することとしております。

■お問い合わせ　　　中国経済産業局地域経済課産業人材政策室　　☎082‒224‒5684
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被害者支援講演会のご案内
多数ご参加下さい！

「犯罪被害者を社会全体で
支えていくために」

～途切れることのない支援システムづくり～
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と　き　平成18年７月10日㈪　14:40~16:00
ところ　山口市「山口県教育会館 １階ホール」
 （500人収容・入場無料・申込み不要）
講　師　諸澤　英道　氏（茨城県水戸市在住）

◆ 学校法人常磐大学理事長、常磐大学大学院
教授、被害者学者
◆ 専門は被害者学、犯罪学、刑事法学、刑事
政策学、少年法制
◆ 被害者支援に係るコメンテーターとしてテ
レビ出演等多数

主　催　山口県被害者支援連絡協議会
申込み・お問い合わせ

事務局
山口県警察本部警察県民課犯罪被害者対策室
☎083‒933‒0110（内線2525、2526）

組合青年部及び
若手後継者等交流会のご案内
日　時　平成18年７月28日㈮　16:30~20:00
場　所　山口市湯田温泉「ホテルかめ福」
内　容　16：30～18：30　講演

「サッカーマーケティング
～世界を熱狂させるビッグビジネスの軌跡と展望～」

講演

株式会社電通東京本社
サッカー事業局長
濱口　博行

18：30～20：00　懇親交流会（講師の方も参加）
対象者　県内の組合青年部員及び若手後継者等
懇親会費　お１人　7,000円
申込み・お問い合わせ

中央会企画課　小倉　☎083‒922‒2606

総会後の諸手続きを確認してみよう! 

１．決算関係書類の提出
　総会終了後、２週間以内に提出

⃞ Yes ⃞ No

２．所管行政庁への役員変更届の提出
　前回と同一人が再選された場合
でも届出は必要

⃞ Yes ⃞ No

３．代表理事の変更登記
　前回と同一人が再選された場合
でも登記は必要

⃞ Yes ⃞ No

４．定款変更の認可申請
　所管行政庁に定款変更認可申請をして
認可を受けなければ効力を発生しない

⃞ Yes ⃞ No

５．出資金の変更登記
　期中に出資金の変更があった場
合、年度終了後、変更登記

⃞ Yes ⃞ No

６．その他の変更登記
　事業、名称、地区、事務所の所
在地、公告の方法等に変更があっ
た場合、登記が必要

⃞ Yes ⃞ No

詳細は中央会までお問い合わせ下さい。 〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
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と　き　平成18年10月19日㈭ 13:30~16:30
ところ　「渋谷公会堂」東京都渋谷区宇田川町1‒1
参加料　お１人　3,000円
主　催　全国中小企業団体中央会

都道府県中小企業団体中央会
申込み・お問い合わせ

山口県中小企業団体中央会
総務課　☎083‒922‒2606

第58回中小企業団体
全国大会の参加者募集!
　本年度は、「広げよう連携の絆　新たなる飛躍のとき」
をキャッチフレーズに東京都で開催されます。本大会

は、全国の中小企業団体の代表者が一堂に会し、自ら

の決意を表明するとともに、中小企業の安定的な発展

と豊かな社会の実現を図ることを目的としています。

多数ご参加下さい。

　今回の講演では、国際舞台で様々
な業種、様々な国籍の人たちとの
仕事を経験されている立場から
サッカーワールドカップの舞台裏
やコラボレーションの面白さ、厳
しさ、そしてビジネスとしてのサッ
カーの素晴らしさなどについてお
話していただきます。



　組合に入って５

年目を迎える会計

担当の村田さんと

３年目を迎える業

務担当の橋本さ

ん。

　「映画“ポセイ

ドン”を鑑賞し、

スケールの大きさ

に感動しました。

（村田さん）」「ガー

デニングやグルメ

探訪が好きですね。

（橋本さん）」とのことでした。

　組合のＰＲをお願いしたところ、「美容組合の活動には一

人では出来ない事も皆の力を合わせて、働きやすい店づくり、

環境づくりをしようという願いがこめられています。また、

地域に根ざした美容室づくりを目指しています。」と笑顔で

応えてくれました。

編集・発行
山口県中小企業団体中央会

〒753-0074　山口市中央４丁目５番16号　山口県商工会館６階
☎ 083-922-2606　　Fax 083-925-1860

E-mail  ycdc@axis.or.jp
http://www.axis.or.jp/
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